




Essays on Impact of Macroeconomic Policy and Demographic Change on 
China’s Growth and Volatility 
（マクロ経済政策と人口変化が中国の経済成長と変動に与えた影響の分析） 
 













































本博士論文のうち、第 2章に相当する部分については、2009 International Conference of 
Economic Growth, Dynamics, and Policies, held at GRIPS, November 20-21, 2009と、
World Economist Forum, the World Bank, Washington DC, April, 2009の 2つの国際学会
において口頭報告された。また、第 2 章に相当する部分については、2008 International 
Conference of Economic Growth, Dynamics, and Policies, held at GRIPS, September 
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口頭報告会に引き続き、審査委員(細江宣裕准教授(主査)、James Rhodes教授、Wade 
Pfau准教授、Minchung Hsu助教授、大来洋一客員教授・アカデミックフェロー(以上、
政策研究大学院大学)、および、大津敬介助教(上智大学))の 6名全員が出席して最終審査
会が開催された。その際、博士論文に示された研究内容は、上にまとめたように、中国の
最新のマクロ経済分析として高い質と先進性をもつものであり、博士号を授与するに十分
なものであるという評価がなされた。ただし、論文の内容のうち、数値分析の結果につい
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て、とくに、世代重複モデルの効用関数の中の自分の子の消費に関する係数、割引率、お
よび、生産関数の中の代替の弾力性の値が論文中で仮定した値以外のものになっても一定
の頑健性を有するか否かについて検証する必要があるという指摘がなされた。これに関し
て必要な感応度検査を行い、この結果について補うという微修正を求められた。筆者はた
だちにこの審査委員の意見にしたがって修正を行った。後日提出されたこの改訂稿を主査
が確認し、各委員の了解を得た上で博士論文の最終稿として受理し、上記学位申請者に対
して博士号を授与することとした。 
